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常任委員会行政視察常任委員会活動報告

12月定例会の常任委員会で審査した議案などの中から、概要をお知らせします。
常任委員会からの活動報告

環
境
セ
ン
タ
ー
の

契
約
価
格
の
妥
当
性
は

総
務
経
済
委
員
会

◆
市
民
会
館
の
指
定
管
理
者
の
指
定

Ｑ　

建
物
や
設
備
の
課
題
と
取
り
組
み
状
況
は
。

Ａ　

竣
工
後
30
年
以
上
経
過
し
、老
朽
化
は
修

繕
で
対
応
し
て
い
る
が
、今
後
は
利
用
者
サ
ー

ビ
ス
の
観
点
か
ら
施
設
整
備
の
充
実
が
必
要
。

◆
西
口
駐
車
場
及
び
西
口
第
１
・
第
２
自
転
車

駐
車
場
の
指
定
管
理
者
の
指
定

Ｑ　

駐
車
場
の
課
題
と
、指
定
管
理
者
候
補
者

か
ら
提
示
さ
れ
た
解
決
方
策
は
。

Ａ　

一
時
利
用
の
料
金
は
現
金
支
払
い
の
た

め
、つ
り
銭
の
管
理
が
必
要
。電
子
マ
ネ
ー
化
の

提
案
も
あ
り
、今
後
は
利
便
性
が
図
ら
れ
る
。

◆
稲
荷
山
環
境
セ
ン
タ
ー
基
幹
的
設
備
改
良
工

事
請
負
契
約

Ｑ　

一
者
随
契
に
お
け
る
価
格
の
妥
当
性
は
。

Ａ　

専
門
業
者
が
設
計
し
た
額
と
同
額
の
予
定

価
格
を
下
回
る
た
め
、妥
当
と
受
け
止
め
て
い
る
。

◆
消
費
税
増
税
の
撤
回
を
求
め
る
意
見
書
提
出

を
求
め
る
請
願

Ｑ　

社
会
保
障
費
の
不
足
が
見
込
ま
れ
る
中
、

財
源
は
消
費
税
以
外
の
税
金
で
賄
う
考
え
か
。

Ａ　

や
る
べ
き
こ
と
は
企
業
な
ど
の
負
担
増
と

応
能
負
担
で
あ
り
、消
費
税
で
な
い
方
が
よ
い
。

◆
学
校
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

Ｑ　

統
廃
合
後
の
特
別
支
援
学
級
の
考
え
は
。

Ａ　

新
た
に
狭
山
台
中
へ
の
設
置
を
検
討
す
る
。

◆
博
物
館
の
指
定
管
理
者
の
指
定

Ｑ　

指
定
管
理
者
導
入
で
留
意
し
た
点
は
。

Ａ　

重
要
か
つ
貴
重
な
資
料
の
収
集
、保
管
は

市
の
直
営
で
行
う
こ
と
と
し
た
。

Ｑ　

企
画
展
を
ど
う
運
営
す
る
の
か
。

Ａ　

提
案
の
あ
っ
た
４
回
の
う
ち
１
回
は
、郷

土
の
歴
史
な
ど
を
踏
ま
え
た
企
画
展
を
計
画

し
、市
職
員
も
協
議
に
加
わ
り
進
め
て
行
く
。

◆
学
童
保
育
室
の
指
定
管
理
者
の
指
定

Ｑ　

指
定
管
理
者
の
取
り
組
み
へ
の
確
認
は
。

Ａ　

定
期
的
な
訪
問
や
書
類
の
提
出
、保
護
者

へ
の
聞
き
取
り
な
ど
を
実
施
し
確
認
す
る
。

Ｑ　

指
定
管
理
者
に
よ
る

時
間
延
長
の
考
え
は
。

Ａ　

公
平
性
の
観
点
か

ら
、時
間
延
長
は
一
斉
に

実
施
し
た
い
。指
導
員
の

適
正
配
置
を
行
っ
た
の

ち
検
討
し
た
い
。

◆
都
市
公
園
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

Ｑ　

今
回
、こ
ど
も
動
物
園
に
年
間
パ
ス
ポ
ー

ト
を
導
入
し
た
経
緯
と
背
景
は
。

Ａ　

利
用
者
か
ら
、他
市
の
公
共
の
動
物
園
で

発
行
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ

り
、導
入
し
て
ほ
し
い
と
い

う
声
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

条
例
改
正
を
行
っ
た
。

◆
下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

Ｑ　

単
位
負
担
金
が
１
千
円
と
な
る
場
合
、平

均
す
る
と
１
件
当
た
り
ど
の
く
ら
い
か
。

Ａ　

負
担
金
額
は
面
積
に
よ
っ
て
変
わ
る
が
、

一
般
的
な
住
宅
を
例
と
す
る
と
、
2
0
0
㎡
の

家
庭
で
約
20
万
円
と
な
り
、こ
れ
を
３
年
間
で

12
回
に
分
け
て
支
払
い
、１
回
あ
た
り
の
負
担

額
は
、１
万
6
7
0
0
円
程
度
に
な
る
。

◆
所
管
事
務
調
査

　

26
年
２
月
の
大
雪
を
受
け
て
、交
通
に
影
響

の
あ
る
坂
道
や
橋
を「
最
優
先
除
雪
道
路
」、救

急
病
院
や
消
防
署
、警
察
署
、市
役
所
、駅
な
ど

の
拠
点
施
設
を
結
ぶ
道
路
を「
優
先
除
雪
道
路
」

と
し
て
選
定
し
た
。加
え
て
、新
た
に
雪
捨
て
場

を
２
カ
所
確
保
し
た
。

指
定
管
理
者
の

指
定
内
容
を
チ
ェ
ッ
ク

文
教
厚
生
委
員
会

優
先
除
雪
道
路
の
選
定
と

雪
捨
て
場
の
確
保

建
設
環
境
委
員
会

 自然に、そして人にやさしいまちづくり

建設環境委員会

●
ご
み
減
量
化
に
向
け
た

ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
事
業

　

稲
荷
山
環
境
セ
ン
タ
ー
の
延

命
化
の
た
め
に
は
、可
燃
ご
み

（
特
に
水
分
の
多
い
生
ご
み
）の

減
量
は
重
要
で
、「
特
徴
の
あ
る

ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
事

業
」を
実
施
し
て
い
る
静
岡
県

富
士
宮
市
を
視
察
し
ま
し
た
。

メ
リ
ッ
ト
ご
み
の
減
量
化
／
安

価
な
の
で
購
入
し
や
す
い
／
室

内
で
も
使
用
可
能

《
富
士
宮
市
の
特
徴
と
成
果
》

　

従
来
の
ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ

ス
ト
は
、堆
肥
の
利
用
方
法
に

課
題
が
あ
り
ま
し
た
。し
か
し
、

「
だ
っ
く
す
食く

ん
太た

く
ん
Ｎ
Ｅ

Ｏ
」は
消
滅
型
の
コ
ン
ポ
ス
ト

で
、生
ご
み
を
水
と
二
酸
化
炭

素
に
分
解
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。富
士
宮
市
で
は
、目
標
値
60

ト
ン
に
対
し
、65
ト
ン
の
減
量

に
成
功
し
て
い
ま
す
。

実施日 11月４日（火）～６日（木）
視察先
　富士宮市／ダンボールコンポスト事業
　一 宮 市／治水対策
　海 津 市／メガソーラー事業
参加者 新良　守克　　土方　隆司
　　　 金子　広和　　萩原　義典
　　　 猪股　嘉直　　大島　政教
　　 　磯野　和夫

●
小
中
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
を

利
用
し
た
治
水
対
策

　

続
発
す
る
ゲ
リ
ラ
豪
雨
に
対

応
す
る
た
め
に
は
、雨
水
管
な

ど
の
整
備
は
不
可
欠
で
す
が
、

膨
大
な
費
用
と
時
間
を
要
し
ま

す
。そ
こ
で
、他
の
手
法
の
検
討

も
必
要
で
は
な
い
か
と
の
考
え

か
ら
、愛
知
県
一
宮
市
を
視
察

し
ま
し
た
。

《
一
宮
市
で
の
背
景
と
目
的
》

　

近
年
の
都
市
化
に
よ
り
、雨

水
を
た
め
る
働
き
を
す
る
田
畑

が
減
少
し
、雨
水
が
短
時
間
で

河
川
や
水
路
に
流
れ
込
み
、浸

水
被
害
が
多
発
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、ハ
ー
ド
的
な
流
出
対
策

と
し
て
、学
校
の
校
庭
に
雨
水

を
低
水
深
で
一
時
的
に
た
め
、

河
川
な
ど
へ
の
急
激
な
雨
水
の

流
出
を
抑
制
す
る
も
の
で
す
。

《
機
能
と
効
果
》

　

同
施
設
の
機
能
は
、５
年
に

１
度
発
生
す
る
規
模
の
大
雨
の

際
、30
セ
ン
チ
ほ
ど
掘
り
下
げ

た
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
雨
水
を
た
め
、

放
流
先
の
水
路
の
許
容
放
流
分

だ
け
放
流
す
る
も
の
で
す
。こ

れ
に
よ
り
、浸
水
被
害
を
防
ぐ

こ
と
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

●
最
終
処
分
場
を
活
用
し
た

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
事
業

　

平
成
26
年
第
３
回
定
例
会
の

決
算
審
査
で
、堀
兼
地
区
に
あ

る「
最
終
処
分
場
跡
地
の
有
効

活
用
」を
要
望
指
摘
事
項
と
し

ま
し
た
。建
設
環
境
委
員
会
で

は
、発
電
事

業
も
視
野

に
入
れ
た

検
討
が
必

要
と
の
考

え
か
ら
、岐

阜
県
海
津

市
を
視
察

し
ま
し
た
。

《
海
津
市
で
の
経
緯
と
目
的
》

　

自
主
財
源
の
確
保
と
市
有
地

の
有
効
活
用
の
観
点
か
ら
、公

募
で
提
案
を
求
め
ま
し
た
。

《
同
施
設
に
よ
る
効
果
》

　

自
主
財
源
の
確
保
、地
域
活

動
や
地
域
へ
の
貢
献
、災
害
時

の
太
陽
光
発
電
所
の
利
用
な
ど

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

●
ま
と
め
に
・
・
・

　

将
来
的
な
財
政
状
況
や
環
境

な
ど
、幅
広
い
視
野
で
適
時
調

査
を
実
施
し
、要
望
・
提
言
を
重

ね
て
ま
い
り
ま
す
。

　建設環境委員会では、今年度の課題である

「大雪対策」「再生可能エネルギーの活用」「ご

みの減量と活用」「環境対策」「雨水対策」の５

つのテーマのうち、下記の３項目について行

政視察を実施しました。
治水対策のため30cmほど掘り下げられたグラウンド

だっくす食ん太くんＮＥＯ

こども動物園


